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人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
社
会
情
勢
の
変
化
で
、
ま
ち
な
か
の

空
洞
化
や
人
口
の
低
密
度
化
が
進
む
と

ま
ち
の
活
力
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
で
は
東
西
両
駅
を
中
心
と
し
た

ま
ち
な
か
の
再
生
に
よ
る
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
図
り
、
次
世
代
へ
持
続
可

能
な
ま
ち
を
継
承
す
る
舞
鶴
版
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
移
住
環
境

の
整
備
で
は
、
公
共
交
通
な
ど
の
生
活

関
連
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
が
充
実
し
た
ま

ち
な
か
に
高
齢
者
、
豊
か
な
自
然
が
広

が
る
市
街
地
の
周
辺
部
に
は
若
者
、
そ

し
て
農
村
・
漁
村
に
地
場
産
業
の
担
い

手
が
住
む
ク
ロ
ス
シ
フ
ト
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、
本
市
で
の

仕
事
や
子
育
て
、
住
宅
、
教
育
、
福
祉

な
ど
、
暮
ら
し
に
必
要
な
情
報
を
市
外

か
ら
の
移
住
希
望
者
へ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
提
供
で
き
る
体
制
の
充
実
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

農
村
・
漁
村
へ
の
移
住
・
定
住
促
進

　

農
村
・
漁
村
地
域
へ
の
移
住
・
定
住

を
考
え
る
人
に
と
っ
て
、
豊
か
な
自
然

や
優
れ
た
景
観
、
歴
史
あ
る
伝
統
文
化
、

高
い
付
加
価
値
を
持
つ
農
作
物
、
新
鮮

で
安
全
な
水
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
に

恵
ま
れ
た
本
市
は
、
大
き
な
魅
力
を
有

す
る
地
域
で
す
。

　

市
で
は
、
心
豊
か
に
住
み
続
け
ら
れ

る
加
佐
づ
く
り
を
目
標
に
、「
加
佐
地
域

農
業
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点

と
し
た
移
住
・
定
住
や
地
域
の
自
然
・

農
業
を
活
か
し
た
農
村
ビ
ジ
ネ
ス
、
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新
し
い
人
の
流
れ
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

本
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
・
歴
史
、
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど
、
大
都
市
圏
で
は
得
難
い
タ
カ
ラ
モ
ノ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
舞
鶴
版
・

地
方
創
生
の
政
策
目
標
で
あ
る
「
交
流
人
口
３
０
０
万
人
・
経
済
人
口
10
万
人
」
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
39
回
は
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
移
住
・
定
住
促
進
策

や
空
き
家
の
有
効
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次
産
業
化
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
京
都
府
「
海
の
民
学

舎（
た
み
が
く
し
ゃ
）」と
の
連
携
に
よ
り
、

漁
業
の
新
た
な
担
い
手
育
成
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
な
ど
、
農
林
水
産
業
の

振
興
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手

を
増
や
す
た
め
、
農
村
・
漁
村
へ
の
移
住
・

定
住
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
促
進
策
と
し
て
、
田
舎
暮
ら
し

の
希
望
者
へ
利
用
可
能
な
「
空
き
家
」

の
情
報
を
提
供
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
実
施
す
る
他
、
地
域
と
連
携
し
て
特

に
移
住
の
促
進
を
図
ろ
う
と
す
る
「
特

別
区
域
（
※
１
）」
で
は
、
住
宅
改
修
費

の
一
部
を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
暮
ら

し
に
関
す
る
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
移
住
・
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど

で
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

職
員
が
積
極
的
に
地
域
に
入
り
、
地
域

と
の
調
整
、
空
き
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
都
市
へ

移
住
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
き
め
細
や

か
に
対
応
す
る
こ
と
で
「
農
村
集
落
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
」
に
よ
る
空
き
家
活

用
件
数
は
、
平
成
26
年
度
の
３
世
帯
４

人
に
対
し
、
平
成
27
年
度
に
は
８
世
帯

20
人
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
田
舎
暮
ら
し
を
考
え
る
人
」

や
「
一
緒
に
地
域
の
集
落
活
動
を
行
っ

て
い
こ
う
と
す
る
人
」、
そ
し
て
地
域
で

「
そ
の
場
」
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
人
の

「
出
会
い
」を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

空
洞
化
す
る
ま
ち
な
か
へ
の
居
住
促
進

　
「
住
宅
」
や
「
商
業
施
設
」
な
ど
が

郊
外
に
拡
散
す
る
今
、
ま
ち
な
か
に
は

人
が
少
な
く
な
り
、
ま
ち
の
活
力
や
楽

し
み
、
に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
を
利

用
で
き
な
い
高
齢
者
が
商
店
な
ど
を
利

用
し
に
く
く
な
り
、
生
活
が
不
便
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
ま
ち
な
か
（
商
店
街
周
辺
）

の
生
活
拠
点
を
再
生
す
る
た
め
、
空
き

家
の
売
却
・
賃
貸
を
希
望
す
る
人
か
ら

申
し
込
み
を
受
け
た
物
件
を
「
ま
ち
な

か
エ
リ
ア
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
へ
登

録
し
、
利
用
希
望
者
へ
紹
介
す
る
ほ
か
、

定
住
を
目
的
に
そ
の
物
件
を
購
入
も
し

く
は
賃
借
し
、
住
宅
の
改
修
工
事
を
行

う
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
な
か
エ

リ
ア
へ
の
居
住
誘
導
に
取
り
組
み
、
ま

ち
な
か
の
空
き
家
を
有
効
に
活
用
し
た

多
様
で
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

で
、
定
住
環
境
の
向
上
を
目
指
し
た
総

合
的
な
ま
ち
な
か
の
再
生
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
市
的
に
市
が
直
接
、
空

き
家
を
借
り
上
げ
る
こ
と
な
ど
で
所
有

者
が
安
心
し
て
空
き
家
を
提
供
で
き
る

仕
組
み
を
検
討
し
、
所
有
者
と
利
用
者

が
空
き
家
を
活
用
し
や
す
い
環
境
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

府
北
部
連
携
都
市
圏
の

移
住
・
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
（
※
２
）

で
は
、
今
年
度
か
ら
府
北
部
5
市
２
町

の
そ
れ
ぞ
れ
に
所
在
す
る
空
き
家
、
企

業
情
報
な
ど
を
一
括
で
検
索
・
発
信
で

き
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
提
供
。
5
市
２

町
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
情

報
発
信
力
を
高
め
、
移
住
者
へ
の
幅
広

い
選
択
肢
の
提
供
が
可
能
と
な
り
、
本

市
を
含
む
府
北
部
地
域
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
※
２
）
府
北
部
５
市
２
町
の
30
万
人
都

市
圏
全
体
に
お
け
る
地
域
循
環
型
の
経
済

成
長
、
高
次
の
都
市
機
能
の
確
保
と
充
実
、

圏
域
全
体
の
生
活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
す
都
市
構
想

こ
の
ま
ち
で
新
し
い
出
会
い
を

婚
活
事
業

　

市
で
は
、
出
会
い
か
ら
家
庭
づ
く
り

を
支
援
し
、
舞
鶴
版
・
地
方
創
生
を
推

進
す
る
た
め
、
民
間
団
体
な
ど
が
実
施

す
る
婚
活
事
業
に
対
し
て
会
場
や
情
報

の
提
供
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
平
成
26
年
度
の
支
援

件
数
１
件
に
対
し
、
平
成
27
年
度
は
４

件
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
市
が
主
体
と
な
り
、

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム
や
大
庄
屋
上
野
家
で
、

舞
鶴
の
良
さ
を
感
じ
な
が
ら
新
し
い
出
会

い
を
見
つ
け
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と

と
も
に
、
京
都
府
北
部
5
市
2
町
で
連
携

し
、
婚
活
の
プ
ロ
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
婚

活
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▲五老ヶ岳公園での婚活イベント

（※１）移住促進特別区域図（加佐・大浦地区）

▲舞鶴市まち・ひと・しごと創成総合戦略の政策項目

利
用
希
望
者

【
空
き
家
を
買
い
た
い
・
借
り
た
い
人
】

①空き家登録

③情報提供の申し込み

②ホームページなどで公開

⑤契約後、住宅改修する場合は補助申請

⑥住宅改修終了後改修費の一部を補助

④売買・賃貸借の交渉・契約

舞鶴市

市空き家バンク

市住宅改修助成
制度

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る

マ
ッ
チ
ン
グ

空
き
家
所
有
者

【
空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
人
】

 ◇府北部５市２町の連携により、個性豊かで多様な移住先の選択肢を提供すると
ともに、”移住先進圏”としてのＰＲを行う。

北部移住・定住プロジェクト

執行体制の整備・充実

 ◇移住者受け入れのためのHow-To講座
 ◇移住相談共同窓口の創設などに向けた    
調査研究
 ◇事業者と連携した空き家供給体制の構
築に向けた調査研究

個性豊かで多様な選択肢

 ◇空き家見学ツアー
 ◇田舎暮らし体験ツアー
 ◇ローカルインターンシップ事業
 ◇大人の田舎留学
 ◇５市２町空き家バンク創設
 ◇移住相談情報などの共有に向けた調査研究

移住先進圏としての
ブランディング（ＰＲ）
 ◇北部移住ブランディング調査研究
 ◇北部地域移住者紹介冊子作成
 ◇映像（ＤＶＤ）作成

プロジェクトの概要

▲空き家バンクの登録リスト（市ホームページ）

▲移住希望者と空き家所有者のマッチング

加佐地区

大浦地区

舞鶴市

移住希望者に対する相談
窓口の強化

空き家を有効に活用した
多様で良質な住宅ストックの形成

移住促進ポータルサイトの開設
農山漁村への移住の促進

農業・農村活性化のワンストップ窓口対応

高齢者と若者のクロスシフトによる移住・定住の促進

市街地の空き家改修へ補助


